


                                

                                

                                

    

 

さ
つ
ま
町
消
防
本
部
は
こ
の
ほ
ど
、

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
（
通
称
「
タ

ン
ク
車
」
）
を
更
新
し
、
さ
ら
に
資
機
材

搬
送
車
を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。 

 

★
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車 

タ
ン
ク
車
は
、
全
国
規
模
の
災
害
発
生

時
に
出
動
す
る
災
害
支
援
隊
（
緊
急
消
防

援
助
隊
）
に
対
応
す
る
た
め
、
４
輪
駆
動

車
に
高
出
力
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、
悪
路

や
長
距
離
の
走
行
能
力
を
強
化
す
る
と
と

と
も
に
、
資
機
材
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
確
保

と
風
雨
等
か
ら
の
保
護
を
目
的
と
し
て
オ

ー
ル
シ
ャ
ッ
タ
ー
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
積
載
水
量
を
従
来
の
１
．
５
ト

ン
か
ら
２
．
０
ト
ン
に
増
強
す
る
と
と
も

に
、
コ
ー
ド
リ
ー
ル
式
の
ホ
ー
ス
を
最
大

１
０
０
ｍ
ま
で
延
長
可
能
な
高
圧
噴
霧
消

火
装
置
を
新
た
に
装
備
し
、
消
火
能
力
の

向
上
と
積
載
水
の
節
約
を
図
り
ま
し
た
。 高圧噴霧消火装置での放水 

 

そ
の
他
に
も
電
動
式
油
圧
救
助
器
具
等

を
新
た
に
装
備
し
、
火
災
に
限
ら
ず
多
種

多
様
な
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

★
資
機
材
搬
送
車 

資
機
材
搬
送
車
は
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に

最
大
２
．
３
ト
ン
の
吊
上
げ
能
力
を
有
す

る
小
型
ク
レ
ー
ン
を
装
備
し
て
お
り
、
大

型
テ
ン
ト
、
発
電
機
、
ア
ル
ミ
ボ
ー
ト
と

い
っ
た
重
量
物
を
最
大
３
ト
ン
ま
で
積
載

可
能
で
す
。
ま
た
、
普
通
車
並
み
の
小
回

り
と
４
輪
駆
動
車
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、

道
路
幅
の
狭
い
林
道
や
河
川
敷
等
も
ス
ム

ー
ズ
に
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

タ
ン
ク
車
・
救
助
工
作
車
と
い
っ
た
大
型

車
両
が
進
入
不
可
能
な
場
所
等
を
カ
バ
ー

し
、
必
要
に
応
じ
て
消
火
、
救
助
、
救
急

資
機
材
を
積
み
替
え
て
現
場
へ
搬
送
す
る

役
目
も
担
っ
て
い
ま
す
。 

小型クレーンによる資機材搬送訓練 

－1－ 



                                

                                

※平成 22 年 6 月 1 日現在 

                                

 

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら
「
新
築
住
宅
」

へ
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
来
年
６
月
１
日
か

ら
は
、
新
築
を
含
め
た
「
す
べ

て
の
住
宅
」
へ
の
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
。 

 

現
在
の
さ
つ
ま
町
内
の
設
置
状

況
は
、
認
知
度
や
設
置
意
識
共
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、

未
だ
約

65
％
の
設
置
率
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

 

住
宅
火
災
で
の
死
者
の
多
く
が

逃
げ
遅
れ
に
よ
っ
て
発
生
し
て
お

り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

に
よ
っ
て
火
災
の
発
生
を
早
く
知

り
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。 

大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め

に
も
、
一
刻
も
早
い
設
置
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

消
防
本
部
で
は
、
全
戸
設
置
に

向
け
て
、
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
促
進
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

公
民
会
長
さ
ん
や
地
元
消
防
団
等

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

設
置
促
進
を
強
力
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

                                

  

－2－ 

★
設
置
は
寝
室
へ
！ 

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
を
な
く

す
た
め
に
、
必
ず
寝
室
に
設
置
し

て
く
だ
さ
い
。
台
所
な
ど
に
も
設

置
す
る
場
合
は
、
寝
室
に
設
置
し

た
後
、
追
加
し
て
設
置
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

★
機
種
は
煙
式
を
！ 

 

寝
室
に
設
置
す
る
機
種
は
、
煙

を
感
知
し
て
発
報
す
る
煙
式
の
警

報
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

平
成

18
年
ご
ろ
に
設
置
さ
れ

た
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
池

の
寿
命
が
き
て
い
る
機
種
も
あ

り
ま
す
。
電
池
切
れ
の
場
合
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
作
動
し
な
い

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

該
当
時
期
に
設
置
さ
れ
た
方

は
、
取
扱
説
明
書
な
ど
で
確
認
の

上
、
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ 

予
防
係 
℡
５
２-

０
１
１
９

 

 

 

 消防職員のような服装や態度で無理やり購入をせまったり、法外な値段で売りつけるなどとい

った悪質な訪問販売に十分ご注意ください。少しでもおかしいと思ったら、「すぐに契約をしない

で」消防署までご連絡ください。 



       
 

     

就
任
挨
拶 

 

私
こ
と
４
月
１
日
を
も
ち
ま

し
て
、
消
防
本
部
次
長
兼
消
防

署
長
か
ら
消
防
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。 

 

ご
承
知
の
と
お
り
、
消
防
は

各
種
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
崇
高

な
使
命
の
も
と
、
地
域
社
会
の

福
祉
の
増
進
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
昨
今
に
お

け
る
国
内
の
災
害
発
生
状
況
を

見
ま
す
と
、
地
震
、
台
風
、
集

中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
に
加

え
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火
災

等
が
多
発
し
、
災
害
は
複
雑
多

様
化
し
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
当
地
域
に
お
い
て
も 

                

急
激
に
進
展
し
て
い
る
高
齢
化

は
、
急
病
人
や
交
通
事
故
の
増

加
に
も
極
め
て
深
い
関
係
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
消
防
救
急
業
務

の
果
た
す
役
割
は
益
々
重
要
な

も
の
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
今
、
消
防
行
政
に
と
り

ま
し
て
最
優
先
の
課
題
は
「
地

域
の
安
全
と
住
民
の
安
心
・
安

全
の
確
保
」
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

消
防
の
責
務
の
重
大
さ
を
深
く

認
識
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
の

期
待
に
応
え
る
た
め
、
消
防
力

の
整
備
強
化
は
も
と
よ
り
、
地

域
消
防
団
等
と
の
一
層
の
連
携

強
化
を
図
り
な
が
ら
、
防
災
対

策
の
推
進
や
災
害
時
要
援
護
者

の
安
全
確
保
の
推
進
、
並
び
に

救
急
業
務
の
高
度
化
に
よ
る
救

命
率
の
向
上
に
努
め
る
な
ど
消

防
行
政
の
重
要
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

さつま町消防本部 2 代消防長

髙木 卓朗（56 歳） 

昭和 48 年 神戸市消防局入庁 

昭和 56 年 祁答院地区消防組合
発足と同時に入庁 

平成 17 年 さつま町消防本部 
     初代消防署長に就任 
平成 22 年 さつま町消防本部 
      2 代消防長に就任 

 

併
せ
て
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
自
己
研
鑽
と
人
命
の
尊
さ
を

い
つ
も
念
頭
に
置
き
、
安
全
で

安
心
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、

最
大
限
の
努
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

                

          

今
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
救

急
救
命
士
国
家
試
験
に
角
洋
一

郎
消
防
副
士
長
（

３４
歳
）
が
合

格
。
当
消
防
本
部

１２
人
目
の
救

急
救
命
士
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

                  

          

村
田
健
一
消
防
副
士
長
（

30

歳
）
が
病
院
手
術
室
で
の
厳
し

い
実
習
を
終
え
、
当
消
防
本
部

９
人
目
の
気
管
挿
管
（
口
か
ら

気
管
へ
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
す
る

高
度
救
命
処
置
）
が
で
き
る
救

急
救
命
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

  

－3－ 

夢
だ
っ
た
消
防
士
と
い
う

仕
事
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
社
会
人
と
し
て
の
責

任
と
自
覚
を
も
っ
て
、
町
民

の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。 

薩
摩
川
内
市
出
身
の

23

歳
で
す
。 

さ
つ
ま
町
佐
志
出
身
の

18
歳
で
す
。 

特
技
は
小
さ
い
頃
か
ら

高
校
ま
で
ず
っ
と
続
け
て

き
た
水
泳
で
す
。
ま
だ
わ
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す

が
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

角 洋一郎（34 歳）

村田 健一（30 歳）村田 健一（30 歳）



                                

※平成 22 年 4 月 1 日現在 ※平成 22 年 4 月 1 日現在 

分団長 三浦 優 

副分団長 田上 政喜 以下 23 名 

管轄～久富木区全域（305 世帯 714 名） 

分団長 北原 雅士 

副分団長 竹井 好博 以下 18 名 

管轄～平川区全域（356 世帯 818 名） 

                                 平川区もほかの地区と同様に人口の減少、高

齢化が進んでいます。団員も定数２０名に対し

２名足りていない中で、消防団活動はもちろん、

地域活動にも積極的に参加し、平川区の活性化

の一端を担っていると自負しています。 

 また、今年度は８月に開催される操法大会に

も小型ポンプの部に出場します。分団員一丸と

なり訓練に励み、上位入賞を目指します。 

 久富木分団は、久富木川中流の田園地帯にあ

り、五つの公民会の生命・財産を守るために、

日々頑張っています。 

                                

                                

                              

－4－ 

 団員のほとんどが会社勤めですが、２年前に

消防災害支援隊が結成され、団員の結束はもと

より、消防災害支援隊との協力体制を強化し、

今後、地域行事などにも積極的に参加しながら、

住民と共に協力しあい、安心して過ごせる久富

木区を目指していきます。 

   

 

今
年
４
月
、
つ
る
だ
同
朋 

保
育
園
に
町
内
４
ク
ラ
ブ
目 

と
な
る
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が 

結
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
同
保
育
園
に
は 

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
は
結
成
さ 

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は 

そ
の
お
母
さ
ん
方
が
子
ど
も 

た
ち
を
見
守
る
だ
け
で
な
く
、 

「
自
分
た
ち
も
何
か
で
き
る 

こ
と
は
な
い
か
」
と
結
成
さ 

れ
、
隊
員

10
名
で
活
動
さ
れ 

て
い
ま
す
。

   

 

今
年
８
月
８
日
に
開
催
さ
れ 

る
支
部
操
法
大
会
に
向
け
て
、 

町
代
表
と
し
て
出
場
す
る
団
員 

が
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

 

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
声
援 

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ポ
ン
プ
車
の
部 

 

○
中
央
分
団 

○
虎
居
分
団 

 

○
湯
田
分
団 

○
山
崎
分
団 

小
型
ポ
ン
プ
の
部 

 

○
平
川
分
団 

○
泊
野
分
団 

 

○
南
求
名
分
団 



                                

                                

                        

 さつま町消防本部のホームページが新しく

なりました。 

 住民の皆さまに安全と安心をお届けするた

めに、役立つ情報を随時更新していきます。

ぜひアクセスしてみてください。 

    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

特色その 1 

 安全安心情報メールに登

録いただくと、火災などの災

害情報を携帯メール等で配

信してお知らせします。 

特色その 2 

 火災などの災害情報

を、リアルタイムでホ

ームページ上に表示し

てお知らせします。 

さつま町消防本部ホームページ 
http://www.satsuma-net.jp/119/ 

 

－5－ 

山崎中生徒会長の森園礼美さ

んが防火を呼びかけました。 
【一日消防署長】 

消防フェスタで、ちびっ子たち

が綱わたりに挑戦しました。 
【さつまフェスタ】 

幼年消防クラブを退団する年

長児が防火を誓いました。 
【旭・しび保育園退団式】 

勤労感謝の日を前に園児が署

員を癒してくれました（*^_^*）
【勤労感謝の日園児訪問】 

男子生徒 3 人が放水やレスキュ

ー体験などに挑戦しました。 
【宮之城中職場体験学習】 

春の火災予防運動を前に、入賞

者 15 名を表彰しました。 
【防火ポスター表彰式】 


